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特集 「木」を活かす

応
し
た
大
型
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
設
置
も
、

木
造
建
築
物
で
は
他
の
重
量
建
築
物
と
同
じ

よ
う
に
取
り
付
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、

違
い
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
一
般
的
に
、
木
造
最
大
の
弱
点
と

い
わ
れ
る
の
が
、
耐
火
性
・
防
火
性
だ
。

冒
頭
の
記
述
の
よ
う
に
、
２
×
４
工
法
と

在
来
工
法
と
も
に
大
臣
認
定
を
取
得
し
、
大

規
模
耐
火
木
造
建
築
が
可
能
と
な
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
ま
た
実
大
実
験
に
よ
り
そ
の
安
全

性
の
検
証
や
研
究
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。

木
造
耐
火
建
築
と
は
い
え
、
高
齢
者
施
設

と
い
う
施
設
の
性
格
上
、
消
火
設
備
（
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
）
の
設
置
お
よ
び
避
難
用
バ
ル

コ
ニ
ー
や
非
常
階
段
、
非
常
用
滑
り
台
等
の

設
置
は
当
然
だ
が
、
建
築
設
計
に
あ
た
り
、

非
常
時
（
火
災
時
や
大
地
震
時
等
）
に
対
す
る

避
難
経
路
の
導
線
計
画
は
大
変
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。

木
造
に
限
ら
ず
ど
ん
な
耐
火
性
、
防
火
性

に
優
れ
た
建
材
を
使
っ
た
と
し
て
も
運
用
上

の
配
慮
が
十
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
前
提

だ
と
考
え
る
。

な
お
、
火
災
保
険
の
保
険
料
は
木
造
で
あ

っ
て
も
省
令
準
耐
火
構
造
以
上
で
あ
れ
ば
、

通
常
の
木
造
建
築
物
の
約
半
額
に
な
り
、
鉄

骨
造
の
保
険
料
と
は
大
差
が
な
い
（
建
物
構

造
証
明
書
が
必
要
）。

木
造
の
も
う
１
つ
の
弱
点
と
さ
れ
て
い
る

の
は
耐
震
性
の
問
題
で
あ
る
。

近
年
、
木
造
住
宅
等
で
も
高
い
耐
震
性
能

を
持
つ
設
計
・
施
工
（
耐
震
等
級
２
及
び
３
）

が
実
績
を
あ
げ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
技
術

の
延
長
線
上
で
大
型
木
造
建
築
が
可
能
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

今
後
は
さ
ら
に
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
免
震
工
法
お
よ
び
制
震
工
法
等
に
よ
る

耐
震
工
法
で
の
大
規
模
木
造
建
築
が
ふ
え
て

く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

建
築
工
事
の
コ
ス
ト
面
か
ら
考
え
る
と
、

制
震
性
の
高
い
金
物
等
で
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
減
免
す
る
こ
と
で
、
地
震
に
強
い
建
物
を

つ
く
る
こ
と
が
現
実
的
だ
と
思
っ
て
い
る
。

す
で
に
い
く
つ
か
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
耐
震

壁
の
大
臣
認
定
を
取
得
し
た
制
震
金
物
が
廉

価
で
供
給
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
こ
う
し
た

金
物
の
技
術
的
研
究
、
開
発
と
と
も
に
、
使

う
側
（
設
計
者
）
の
木
造
建
築
物
に
対
す
る

耐
震
性
の
知
識
向
上
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。�株

式
会
社
松
本
設
計

東
京
都
国
立
市
に
て
1
9
9
3
年
に
創
業
。
構
造
設

計
事
務
所
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
木
造
か
ら
S
造
、

R
C
造
ま
で
幅
広
く
総
合
設
計
を
行
な
う
。
現
在
は

大
型
木
造
建
築
物
の
構
造
計
画
か
ら
意
匠
設
計
ま

で
、
多
く
の
物
件
に
携
わ
っ
て
い
る
。
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